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抄 録 

本論では、地域高齢者を対象として体操教室等、健康増進を目的とした活動を行っている埼玉県狭

山市のボランティア団体Ａ会の設立過程を調査分析し、他地域での同様の自主グループ設立のための

資料を提供しようとした。 

調査方法としては、Ａ会の役員、グループ立ち上げ時の関係者、行政の職員に半構造化インタビュー

調査を行った。また会員名簿・会報・活動報告書・総会議案書などＡ会に関する情報を収集し、内容を

分析した。 

Ａ会の設立過程には、１．既存組織の継承、２．人材発掘・研鑽機能、３．行政の役割、という 3 つの要

因が浮かび上がった。今後、高齢者の介護予防推進ボランティア活動を進めていくために、多数のグル

ープを対象とした設立過程の分析を行い、共通する要因を明らかにする必要がある。 
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Ⅰ．緒 言 

高齢化の進展に伴い要介護高齢者が急激に

増加している中、介護予防が重要な課題となって

おり、地域高齢者の介護予防事業におけるボラ

ンティア活動の重要性が示唆されている。高齢者

のボランティア活動と介護予防に関して、島貫ら

(2007)は、介護予防推進を目的としたボランティ

ア活動への参加は、一般高齢者に比べ「高次の

生活機能」や「ソーシャルネットワークの低下を抑

制」すると述べた。また、中原(2005)は、高齢者が

ボランティア活動を通して健康的に生活すること
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によって、高齢者の介護にかかる労働力や資金

の削減可能性を示唆した。 

李ら (2007)は、地域高齢者を対象として体操

教室等、健康増進を目的とした活動を行っている

埼玉県狭山市のボランティア団体Ａ会について、

組織の概要・活動内容を報告した。Ａ会では、市

内１８箇所で年間計 200 回を超える運動指導活

動を円滑に実践し、地域での介護予防活動を促

進する上では、きわめて重要な役割を果たしてい

るといえる。ところで、このような自主組織はどのよ

うに生み出されるのであろうか。地域でのグルー

プ活動の支援に関しては、地域保健分野および

社会福祉の分野から研究されているが(九島ら，

1999；諸沢，2002；都筑，2003；遠藤，2006)、設

立過程に関しては十分に検討されていない。そこ

で、本論ではＡ会の設立過程を調査分析し、他

地域での同様の自主グループ設立のための資料

を提供しようとした。 

 

Ⅱ．調査対象・研究方法 

調査対象地域である埼玉県狭山市は、人口

160,296 名、高齢者人口は 26,286 名、高齢化率

は 16.4%である(2006 年 1 月現在)。本論では、

狭山市のボランティア団体Ａ会を対象とした。 

2006 年 7～12 月に、役員(会長や運営に関わ

っている者 )、グループ立ち上げの関係者、行政

の職員にインタビュー調査を行った。インタビュー

は 4 回、内容は、「Ａ会について」「設立当時の

話」「関連組織について」などをテーマに半構造

化インタビューを行った。インタビューの内容は IC

レコーダーに録音し、内容を逐語に起こした。 

また、役員を通じて関連資料を収集した。収集

した資料は、会員名簿、総会資料（2003 年度、

2004 年度、2005 年度）、会報（2005 年度、2006

年度：年 3 回発行）、活動報告書（2005 年度、

2006 年度）、「シニア健康づくりの会(関連組織)」

の会報（青空サロン：2002 年度）、「第 3 期狭山市

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（2006

年度）」、Ａ会創設メンバー記録資料であった。さ

らに、現場調査を行い、実際にどういう活動を行

っているかを調べた。 

倫理的配慮として、参加を呼びかける時点で

研究主旨を説明した。インタビュー時は、研究協

力者の発言に対する匿名性を確保し、研究協力

に同意を得て、録音を行った。また、本研究は、

早稲田大学スポーツ科学学術院倫理委員会の

承認を得て実施した。 

 

Ⅲ．Ａ会の設立過程 （図１） 

１．Ａ会とは 

Ａ会は、｢高齢者の仲間づくり、健康づくり、い

きがいづくり｣をテーマとして、2003 年 4 月に結成

された会である。「高齢者の生きがいと健康づくり

を旨とし、会員相互の自己啓発社会活動を通し

て、地域社会の人々と共に支え合い、行政当局

と共にこれからの高齢社会の活性化を推進する」

ことを目的としている。会員は、「狭山シニア・コミ

ュニティ・カレッジ（以下、SSCC）」の「レクリエーシ

ョン学科（以下、レク学科）」修了生が中心となっ

ている組織である。事務局は、狭山市高齢介護

課に置かれている。 

会員は、2003 年度 27 名、2004 年度 78 名、

2005 年度 87 名と推移し、2006 年には、76 名が

登 録 した。活 動 内 容 は、「青 空 サロン」と「元 気

塾」であり、各々の地域高齢者を対象に、ゲーム

形式の軽運動や体操などの指導を行っている。

「青空サロン」は、市内の神社・公園など 14 ヶ所、

「元気塾」は、公民館・福祉施設 4 ヶ所で開催し

ている。この他に、指導者のスキルアップを目指し

た年 11 回のフォローアップ研修会、年 8 回の役

員会、年 3 回の広報誌発行などを行っている。 
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図 1 Ａ会の設立過程 

 

2006 年度の登録会員は 76 名であった。このう

ち、「青空サロン」にスタッフとして参画しているの

は 35 名、「元気塾」に関わっているのは 14 名であ

った。一方、月例のフォローアップ研修なども含

めて、Ａ会の行事にほとんど参加していない会員

（名簿に登録しているだけの会員）も相当の数が

存在し、実質的に活動している会員は 40 名程度

であった。 

Ａ会の事業に必要とされる経費は、市と公民館

から委託された事業の委託収入の他に、会費（１

人当たり年間 1,000 円）で賄われている。「青空サ

ロン」に関しては、「第 3 期狭山市高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画（2006 年度）」の中で、

｢介護予防のための正しい知識の普及と意識啓

発の施策」として位置づけられており、狭山市から

Ａ 会 に 対 し て 事 業 委 託 費 が 支 払 わ れ て い る

（2005 年度は 367,000 円）。また、「元気塾」は、

公民館の事業として実施されており、Ａ会に対し

て事業費が支払われている（2005 年度は 59,000

円）。これらの事業収入は、各々の事業の直接経

費として支出されている（2005 年度の事業費総

額は 495,732 円）。また、会議費（総会・役員会

等）、事務費（事務消耗品およびコピー代等）、

通信費、広報費（会報の印刷等）などの管理的

経費については、会費収入（2005 年度は 87,000

円）から支弁されている。会員の活動は全てボラ

ンティアという認識がなされていて、指導スタッフ

に対する謝金支出はない。 

 

２．Ａ会発足以前の状況 

１）「茶のみ塾」の発足（2000 年 10 月） 

「茶のみ塾」は、2000 年に創立された。母体と

なったのは、1999 年 10 月狭山市主催で開催さ

れた「シルバー大学・茶のみ塾」のメンバーおよび

その他のニュースポーツ教室などの健康づくり講

座の受講生 80 余名であった。発足のテーマは、

「高齢者のため高齢者による活動」であった。そ

の目的は、「仲間づくりを通じて高齢者の健康づ

くりと生きがいづくりの普及に努めよう」というもの

であり、そのリーダーになる人を育成しようというも

のである。会の名称は、会の発足の経緯から「茶

のみ塾」と名づけられた。「茶のみ塾」は、｢狭山市
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老人保健福祉計画(2000 年度)｣の中で、自主的

なグループの一つと位置付けられている。2003 年

度 に、この計 画 が見 直され一 部 修正 されたが、

「茶のみ塾」の名前がＡ会と書き換えられて、引き

続き市の重要組織になっている。 

「茶のみ塾」の初年度の活動として、｢ふれあい

スポーツフェスティバル｣、｢ウォークラリー大会｣な

ど狭山市開催の事業の協力を始めに、｢健康づく

り講習会｣、｢健康ボウリング講習会｣、｢狭山の歴

史講座｣、｢生き生き健康教室｣などを開講した。

また、同年 9 月より｢高齢者の生きがい・健康づく

り普及指導員｣の資格を持って会員が中心となり、

稲荷山ハイドパーク(現在の県立稲荷山公園 )を

会場として、毎月 1 回「野外健康教室」を開催し、

高齢者の健康づくりに対する意識高揚を図って

きた。その後、普及指導員の資格を持つ会員が

主体となって、試行的に狭山市の神社や公園を

利用して「野外健康教室」を開催するようになっ

た。そのほか、会員の親睦行事として、ボウリング

教室・親睦旅行なども実施し、会員の交流と活動

の推進を行っていた。 

 

２）SSCC （2000 年 10 月開校） 

SSCC は、2000 年 10 月開校した。第 1 期は

2000 年 10 月から 2001 年 3 月までの 6 ヶ月間で

あった。講座科目はパソコン・ハングル・英語・狭

山の歴史・生きがいの 5 学科だった。 

参加者は、市内在住・在勤のおおむね 55 歳

以上の者を対象に、1 年間の通学が可能な者で、

ボランティア活動をしている者、SSCC をきっかけ

にボランティア活動や地域活動をしようとしている

者を対象にしている。目的は、｢高齢の方や今後

高齢となられる方が、これからの高齢社会を活力

のあるものとするために、これまでに培った能力や

技術をさらに探求したり、社会の変化に即した新

たな知識を習得する場である。学ぶことや仲間と

の出会いで生きがいを高め、得た知識や積み重

ねた経験を生かして、引き続き社会の一員として

地域で活躍すること｣である。 

SSCC は、狭山市の生涯学習部社会教育課で

担当しているが、その運営は｢狭山市の高齢社会

を考える会（以下、「考える会」）｣という組織が市

から委託して実施している。 

① 「考える会」（1999 年 12 月発足） 

狭山市は、1999 年市民 2000 人を対象に高齢

社会に関する意識調査を行った。その後、論文

を募集し、応募した 18 人が幹事役となり、市の高

齢者福祉課の支援をうけながら「考える会」の創

設に向けて動きが始まった。 

「考える会」は、1999 年 12 月設立された。健康

推 進 、社 会 参 加 、世 帯 間 交 流 、生 活 環 境 、文

化・教養の 5 つの事業を掲げたが、具体的に何を

どうするのかまでは決まっていなかった。高齢者

福祉課の職員と話し合いを進めていく中で生ま

れてきたのが、「シルバー成人式」構想と SSCC 構

想の２つであった。「シルバー成人式」は、その後、

シンポジウム｢高齢社会を考える集い (市の委託

事業 ) ｣として毎年開催する恒例のイベントとなっ

た。 

一方、SSCC は、「考える会」が市の委託を受け

て運営することとなった。初年度（2000 年）は、定

員 140 人の募集に 565 人の応募があった。あまり

の人気に翌年の第 2 期には 2 学科(ガーデニング

学科とレクリエーション学科（以下、「レク学科」）)

の 2 学科が増えて 7 学科(定員 280 人)となり、修

了期間も 1 年と延びた（住吉，2006）。 

② レク学科（2001 年 4 月開講） 

レク学科は、2001 年度から SSCC の学科として

開講された。レク学科は、生きがい、健康づくりの

普及を目的に指導員の養成を目指し、理論と実

技を中心に教育カリキュラムが構成されている。

当時のスケジュールは、第 1･2･3 木曜日、学習時

間は 13:00～16:50、募集人数は 20 名、講義概

数は 23 回、狭山市入間に所在しているユースプ
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ラザで実施された。レク学科の 1 年の授業料は

10,000 円で教材費等の実費は別途、個人負担と

なっている。講義内容は、日本レクリエーション協

会が発行しているレクリエーション・インストラクタ

ー養成テキスト「楽しいをつくる―やさしいレクリエ

ーション実践」が使用された。最終目標は、資格

取得試験を受けレクリエーション・インストラクター

の資格を取ることであった。レク学科は、コーディ

ネータ資格を持っている市役所の担当者がスケ

ジュールを管理していた。この担当者は、後にレ

ク学科とその修了生が中心となってＡ会を立ち上

げる際に多大な貢献をした人である。 

2001 年度 1 期生 20 名、2002 年度 2 期生 25

名、2003 年度 3 期生 24 名、2004 年度 4 期 24

名、2005 年度は休講になった。2006 年度復活し、

28 名がレク学科を修了した。 

レク学科の第 1 期卒業生は、修了後に「シニア

健康づくりの会」を立ち上げた(2002 年 4 月)。市

内の 7 地区 14 ヶ所で「青空サロン」が開催され、

レクリエーション・インストラクターがリーダーとして

活動を始めた。「青空サロン」の前身として「茶の

み塾」が主催した「野外健康教室」があった。 

 

３．Ａ会発足前後 

「茶のみ塾」のメンバーでレク学科に入った者も

いたので、当時 2 つのグループを担当した市役所

の担当者は、レク学科の卒業生を「茶のみ塾」に

入れようとした。しかし、うまくできず、その後レク学

科卒業生だけで作った会が「シニア健康づくりの

会」という会である。「シニア健康づくりの会」と「茶

のみ塾」とは目的が同一であること、また両方重

なっている人がいたことから、市の担当者は両グ

ループの合併を望んでいた。2002 年 9 月頃、合

併する話に意見が合致し、2 つの組織は、Ａ会と

いう名前で 2003 年に合併することになった。 

2002 年 3 月 SSCC レク学科の第 1 期生が卒

業する際に、SSCC レク学科の市役所の担当者

は、卒業生に対し「4 月から各地域で学んだことを

地域に還元して下さい」と働きかけた。その当時、

卒業生は「自信がない、現場に出たことないのが、

出るわけだから大変」など戸惑いながらも担当者

の話を聞いて徐々に認識が変わり、20 名の卒業

生それぞれ 1～2 人が各地域 14 ヶ所で「青空サロ

ン」を開いた。また、現場指導の経験がない会員

のため、担当者自ら現場に立ち寄り、見本を見せ

るなど現場指導も行った。 

設立当時の話や活動中の苦労話について、

会員から「自治会・寿会を説得し理解を得るのに

大変苦労」、「チラシを 200 枚位作って配布しても

公民館等は、置きっぱなしで人が集まらない」、

「2004 年春頃スタッフが 6～7 人いて、参加者が 1

～2 人の時期もあった」の発言があり、発足時の

苦労がうかがえる。その後、「参加者の募集方法

を工夫し、口コミを利用することにした」、「参加者

が 2 枚チラシを持って、配るようにした」など、参加

者を増やす試みを積み重ねた。それ以外にも、

例えば参加場所に関して、「設立当時、何もわか

らない状態で場所を探した」、「体操ができる・トイ

レがある・水・雨が降った時対応できる場所がある

等条件に合う公園・神社を探した」との努力が重

ねられた。 

2005 年度は、レク学科が閉講した。その理由

は大きく 2 つあった。1 つ目は、市の担当指導者

の退職、2 つ目は、レク学科の希望者の減少であ

った。これに対してＡ会の会員は、「公民館・各地

区会場の掲示板で PR」、「希望者の推薦・口コ

ミ」、「市長にレク学科復活要望書を提出」の努力

の末、2006 年度はレク学科が復活し、現在も活

動を継続している。 

 

Ⅳ．設立に関与した要因 

本論では、高齢者が健康増進を目的として実

施しているボランティア活動の自主グループを対

象として、その設立過程を調査した。その結果を
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総覧すると、１．既存組織の継承、２．人材発掘・

研鑽機能、３．行政の役割、という 3 つの要因が

浮かび上がった。 

既存組織の継承については、Ａ会を立ち上げ

る前に存在した「茶のみ塾」という団体の重要性

を指摘することができる。Ａ会は、「茶のみ塾」の

活動内容と人材という 2 つの面から影響を受けた。

「茶のみ塾」が 2000 年に毎月 1 回実施した「野外

健康教室」が、Ａ会の「青空サロン」の前身になっ

ている。また「茶のみ塾」の後にレク学科ができ、

「茶のみ塾」のメンバーがレク学科に入った。いわ

ば、レク学科は、「茶のみ塾」という未成熟な組織

をＡ会という自立した組織に変換する役割を果た

したといえるだろう。地域の中高齢者の社会参加

促進の要因に関する先行研究でも、「既存の地

域組織の活性化」(金ら，2004)、「自治体で養成

している健 康 御 師 グループの存 在 」 ( 重 松 ら，

2006)が挙げられている。本論でも「既存組織の

継承」という同様の結果がみられ、新しい事業・企

画よりも既存の組織を有効に利用してもっと体系

的な団体が作られたと考えられる。 

次に、人材発掘・研鑽機能に関しては、レク学

科の重要性を指摘することができるだろう。これは、

「地 域 に還 元 できる生 涯 学 習 プログラムの重 要

性」と言い換えることもできる。生涯学習は、多く

の地域で行われているが、本研究の対象地域で

あった狭山市の講座は、レクリエーション・インスト

ラクターの資格を取ることが課程内に含まれてお

り、参加者のモチベーションにも影響を与えたと

考えられる。内閣府 (2003)の調査によると、地域

のための奉仕活動をするために必要な条件とし

て、「技術や経験が生かせること」が挙げられてい

る。岡本 (2006)の研究でも、習得した技術・知識

を活用することや、資格を生かすために依頼され

たりすることが、ボランティア活動のきっかけになる

と述べられている。また、SSCC は地域に還元する

ことを前提にしているのでボランティア活動に関す

る教育が行われ、受講生のボランティア意識が強

く、お互いの連帯感が立ち上げに作用したかもし

れない。単発的な講習やイベント参加だけではな

く、長期的な教育による知識や資格習得、一緒

に学んだ参加者の間で形成される仲間意識など

ボランティア活動に結び付けやすい環境を整備

することが重要だろう。 

最後に、行政の役割として、レク学科のような

教育だけではなく、学んだことを活用できる場とし

てＡ会の構造を考えたことが特徴的である。特に

当時の高齢者福祉課の担当者は積極的にＡ会

の設立支援に尽力し、自ら現場で指導の見本を

見せるなど、高齢者が自立して活動を行えるため

の支援をおこなった。また、「茶のみ塾」という既

存組織が持っているメリットを活用するように組織

の合併などを働きかけたことも重要である。行政

の役割としては、「支援体制」、「情報提供」、「技

術提供」、「機会の提供」の重要性が先行研究で

も挙げられている(渡部ら，2003；林ら，2003)。本

論でも同様な結果が得られたが、最も重要なこと

は概念だけではなく、組織を設立・運営するため

に、行政はいつどのような支援をすれば良いのか

を明らかにすることが重要である。Ａ会は、高齢者

を中心とした自主グループであるが、地域で活躍

できるための教育および自立的に活動ができるま

での組織形成には行政の積極的な関与が必要

であった。 

 

Ⅴ．まとめ 

2006 年度の介護保険制度改正では、元気高

齢者向けの「一般高齢者施策」が創設され、介

護予防の意義や知識の啓発、介護予防に関わ

るボランティア等の人材育成、地域活動組織の

育成・支援が行われている。今後、高齢者の介

護予防推進ボランティア活動を進めていくために、

多数のグループを対象とした設立過程の分析を

行い、共通する要因を明らかにする必要がある。 
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